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研修センターの
中庭のみかんの
木。綺麗に色付
きました。 
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あじけんスコープ Vol.48   ～喫煙に関する規則が変わりました～ 

今月はミャンマー人実習生のNYEIN CHAN KO KO（ココさん）

を紹介します。 先日、研修センター中庭でココさんを見かけまし

た。名札のヒモに何か付いているので、よく見せてもらうと、日本

の硬貨（５円玉）。理由を聞くと、「かざりです」と笑顔で答えてく

れました。 「五円＝ご縁」と言って、縁起がいい硬貨であることは、  

知らなかったので、説明してあげると、今度は大切そうに名札

を眺めていました。 

ココさんと実習先の皆さんが、良い縁で結ばれますように！ 

 

 

 

 

 

 
 

今月から、今までの実習生の喫煙行動をかんがみ、これまで全面禁煙 

だった寮の部屋の中での喫煙を条件付で許可することになりました。 

以下が室内喫煙の 3つの約束です。 

① 台所の換気扇の下で、換気扇を回して吸うこと。 

② 寮備え付けの専用灰皿を使って吸うこと。（空き缶等を灰皿にしない！） 

③ 灰皿の吸殻は、流し台の三角コーナーを使ってしっかり消火してから、 

可燃ゴミとして処理すること。 

 日本でタバコを吸う時、タバコを吸わない人への気配り、火の元の始末、 

この 2つは欠かせない喫煙マナーです。実習生の皆さんにも、日本でも 

タバコを吸うのであれば、是非、身に付けてほしい習慣と考えて、条件付 

での室内喫煙を実施することになりました。これまでの母国での喫煙習慣に比べると、窮屈な規則かもしれ

ませんが、「郷に入っては郷に従え」実習生の皆さんが、この喫煙方法に慣れることで、かえって日本での生

活が楽になると信じて、マナーを守った喫煙習慣の定着に取り組んでいきたいと思います。 

 

 

11月に入り、アッと言う間に冬の足音が聞こえてくるようになりました。特に朝夕の冷え込みが厳しくなってき

ており、朝は 10℃を下回る日がほとんど。夜には 5℃以下まで気温が下がってきています。 

そんな中、先日、本校を卒業した実習生から心温まるお手紙を頂きました。手紙には、「技能実習では覚えるこ

とも多く、日本語も難しいので、毎日とても大変です。でも、周りの日本人の人達が、とても親切でやさしいので、

毎日、楽しく過ごしています。」と書かれていました。本校で学んだ日本語を通して、職場の日本人と楽しそうに

会話している元気な姿が目に浮かび、コミュニケーションツールとしての言葉を教えることの素晴らしさを再確認

しました。1ヶ月の講習期間で出来ることはそれほど多くないかもしれませんが、これからも、日本語教育を通じ

て、技能実習開始前の実習生の皆さんを、全力でサポートしていきたいと思います。 

 
 

にほんには、あなが あいたおかねがあって、とてもおも

しろいです。ミャンマーにも、あなが あいているおかねは、

ありました。でも、むかしだけです。いまは、ありません。

めずらしいおかね ですから じぶんでかんがえて、なふだ

の かざりにしました。ごえんのことは、しりませんでした

が、ラッキーなおかねだとわかり うれしいです。 

 

 

換気扇の下に設置された専用灰皿 
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 ～実習実施機関見学～ 

 

 

※当校ホームページ http://www.ajiken.jp/ から「あじけん通信」バックナンバー 

もご覧になれます   

 

  

授業の導入の様子 

今年も、受け入れ団体様及び実習実施機関様のご協力を得て、本校卒業生の実習実施機関の見学会を行なう

ことができました。今回は、食鳥処理加工業の実習現場を見学させて頂きました。実習現場を目の当たりにす

ることで、食鳥処理加工の現場の雰囲気や、実際の作業内容、また食品加工現場での衛生管理の厳しさなどを

肌で感じることが出来、本校のモットーである「技能実習生のための実践的な日本語教育」を、推し進めてい

く上で、大変貴重な体験となりました。 

講師陣からも、「一口に技能実習と言っても様々な職種があり、皆さんそれぞれに、頑張っていることが実

感できた。」「食品加工関係の実習現場は、衛生管理が徹底していると聞いてはいたが、想像以上だった。今後

は衛生管理に関する語彙も学習に取り入れられたらと思う。」等の感想が聞かれました。また、本校を卒業し

た実習生の皆さんが、日本人と一緒に、一生懸命働いている姿を見て、技能実習生への日本語教育に、大きな

やりがいを感じることも出来ました。 

本校の日本語教育を、実習生の皆さんの実情に合った効果的なものにしていくために、今後も実習実施機関

への見学を積極的に行なっていきたいと考えておりますので、受け入れ団体の皆様におかれましては、引き続

き本校の日本語指導に対するご理解・ご協力、どうぞよろしくお願い致します。 

 

 

事前説明を受けて、作業服に着替え 

 

工場で作業中だったインドネシア人実習生

のトゥリさん（左）とヘルマワンさん（右） 

実習現場見学会に参加した本校日本語講師 

 

ローラーを使っての衛生チェック 

http://www.ajiken.jp/

